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土木工事共通仕様書の一部改定について（通知） 

 

 

 日頃より、県土整備行政の推進にあたり、御理解と御協力をいただきありがとうございます。 

さて、標記について、下記のとおり改定するので通知します。 

 

記 

 

１. 改定する図書名 

共通仕様書（土木工事参考資料）（平成３０年１月１日以降適用 青森県県土整備部） 

 

２. 改定内容 

別添のとおり 

 

３. 適用年月日 

平成３０年３月１日以降公告又は指名通知となる工事より適用 

 

４. その他 

今回の改定により、共通仕様書（土木工事参考資料）の P46～57は欠番となります。 

 

殿 

【担当】 

 技術管理グループ 岩谷・渋谷・三浦 

 TEL 017-734-9645（直通） 

 Mail seibikikaku@pref.aomori.lg.jp 



（別添）改定概要  

共通仕様書（土木工事参考資料） 2-1・2-2 工事標示板及び迂回路の施設  

① 工事標示板へのコスト表記の方法変更に伴う改定 

従来：工事標示板に当初請負額を記載 

改定：建設業ポータルや各地域県民局地域整備部企画整備課など、金額等を公表している場所を記載 

 

改定後の看板例 

 

① 実態に合わせた改定 

看板例の発注者名を○○県土整備事務所→○○地域県民局地域整備部に変更（P42） 

特記仕様書の条文・様式変更に伴って使われなくなったが、改定が行われていなかった部分を削除（P46～

57） 
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２－１．工事標示板及び迂回路の施設 

（道路工事以外用） 
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工事標示板及び迂回路の施設 

 

１．工事標示板 

河川工事等で工事区間の起終点付近の見易い箇所に設置する。 

２．まわり道の標示 

まわり道の入口に(1)のまわり道標示板を設置し、まわり道の途中の各交差点においては、参考(1)、(2)

に示す要領により、補助板(2)等を設置するものとする。 

３．防止柵等 

危険、立入禁止のため柵を設ける場合は、当該箇所にバリケード等適当な設備を行ない、必要な標識類

を設置する。 

（保安施設設置基準（案）を参考とする） 
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工事標示板（記載例） 
 

 

注 １．色彩は「○○工事中」は赤色、その他の文字を青色、地を白地とする。 

  ２．外枠線は緑色、太さは 1cm、余白は 2cmとする。 

  ３．「○○工事中」の文字に反射装置を施すものとする。 

  ４．工事期間については、契約工期を記入するものとする。 

  ５．河川、その他の工事の場合は、当該工事名を記入するものとする。 

  ６．区間等に変更があった場合は、直ちに修正するものとする。 

  ７．発注公所の（電話）は監督員（勤務地）の連絡先とし、次に担当課名を記入する。 

  ８．工事の契約額等の公開場所は、あくまで青森県県土整備部所管工事における記載例である。 
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青森県 ××地域県民局 地域整備部 
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２－２．工事標示板及び迂回路の施設 

（道路工事用） 
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工事標示板及び迂回路の施設（道路工事用） 

１．工事標示板 

  道路工事で工事区間の起終点付近の見易い箇所に設置する。 

２．迂回路の標示 

  道路工事で迂回路を設置するにあたっては、迂回路の入口に（１）のまわり道標示板を

設置し、迂回路の途中の各交差点においては、参考の（１）、（２）に示す要領により設置す

るものとする。 

３．防止柵等 

  道路工事で危険、立入禁止のため柵を設ける場合は、当該箇所にバリケード等の設備を

適切に設置し、必要な標識類を設置する。 

  （保安施設設置基準（案）も参考とする） 

４．参考 

  道路工事で迂回路を設置する場合の標示例を示す。なお、「標示板の設置方法」や「防止

柵」については、「２－１．工事標示板及び迂回路の施設（道路工事以外用）」によるものと

する。 
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１．工事標示板 

  工事標示版の記載例を以下に示す。 

 

 

注  １．色彩は「ご迷惑をおかけします」等の挨拶文、「○○工事」等の工事種別につい

ては青地に白抜き文字、「○○をつくっています」等の工事内容、工事期間等に

ついては青色文字、その他の文字及び線は黒色、地を白色とする。  

  ２．工事期間については、契約期間の工事終了日、工事時間帯等を標示するものと

する。  

  ３．区間等に変更があった場合は、直ちに修正するものとする。  

  ４．発注者の電話番号は監督員（勤務地）の連絡先とする。  

  ５．工事の契約額等の公開場所は、あくまで青森県県土整備部所管工事における記

載例である。  
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２．迂回路の標示 

  迂回路標示板の記載例を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注  １．色彩は、矢印を赤色、その他の文字及び記号を青色、地を白色とする。  

  ２．縁の余白は２ cm、縁線の太さは１ cm とする。  

  ３．必要に応じて「まわり道 450M→」又は→の文字若しくは記号に反射装置を施す

ものとする。  

まわり道 450M  

150Ｍ先国道工事につき 

まわり道をお廻り下さい 

青森県○○地域県民局地域整備部 
（電話）○○○－○○○－○○○○ 

○○

市 × 
× 

工事中通行止  現在地  

1
4
0
c
m
 

現在地  

110cm 
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３．防止柵等 

  車線の一部分が工事中の場合の防止柵及び標示板の設置例を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  ②  

①  ②  

②  ②  

①  

①  ②  

②  

②  ②  

バリケード  赤ランプ又は標柱  

（ 2 車線道路） 

（ 4 車線道路）  

① 必要があれば設置する 

②  
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４．参考 

（１）工事中迂回路の標示例（市街部の場合） 

   （進行方向に対する標識の設置例を示す） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まわり道  

D E T O U R 

工事区間  

迂  回  路  

ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ 

進行方向  

①  

①  

①  

①  ①  ①  ①  
①  

①  

①  
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（２）工事中迂回路の標示例（地方部の場合） 

   （進行方向に対する標識の設置例を示す） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事区間  

迂  回  路  

ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ 

まわり道  

D E T O U R 

①  

①  

①  

①  

①  

①  

①  
進行方向  



現  行 改  定 概  要 

参考資料 ２－１．工事標示板及び迂回路の施設（道路工事以外用） P29 

 

 記載例及び注釈を変更。 



現  行 改  定 概  要 

参考資料 ２－２．工事標示板及び迂回路の施設（道路工事用） P41 

 

 

 

 

 

 

記載例及び注釈を変更。 

 



現  行 改  定 概  要 

参考資料 ２－２．工事標示板及び迂回路の施設（道路工事以外用） P42 

 

 

 

 

 

訂正 

参考資料 ２－２．工事標示板及び迂回路の施設（道路工事以外用） P46～57 

 

（特記仕様書記載例） 

 

 

削除 

 

 

特記仕様書様式変更による削除 
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